






要約：インスリン依存型糖尿病児に血糖自己測定を頻回に施行させることにより良好な血

糖コントロールが得られ,眼合併症を予防できると思われた。これには少なくとも HbA1 値

10.0%未満に維持することが必要である。血糖コントロールの悪い例はSMBG を施行してい

ないことが多く,これを励行させることにより改善が可能であった。また長期にSMBG を行

なうときは,3～6 か月に一度再教育する必要があるが,思春期は血糖コントロールが特に

悪化する傾向がみられた。 


